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１．はじめに

中綱湖は大町市北部の仁科三湖の中央に位置する

表面積１４ha，周囲１．５km，平均水深５．７mの比較的

規模の小さな湖である１）．本湖沼はゲンゴロウブナ

（ヘラブナCarassiuscuvieri）やワカサギHypomesus
transpacificusnipponensis等の遊漁資源のみならず，

大町市指定の天然記念物で長野県絶滅危惧Ⅰ類２）の

ヌマカイメンSpongillalacustrisをはじめ希少な水

生生物の生息場所として知られている３）．

従来，湖沼における水生生物の分布や生態は，お

もに陸上からの観察と採集によって調査されてきた．

しかし，この方法では生体や群集構造を立体的に観

察することが難しく，また水生生物の多くは陸上で

は形態や色彩が変化するために，十分な生物情報を

得ることができなかった．一方，近年，スキューバ

潜水と撮影機材が普及・発達し，それらの機材を

使って海洋や湖沼の水生生物を記録する試みがはじ

まっている（例えば，国立科学博物館４））．ここでは，

中綱湖において実施した水中撮影による水生生物の

映像記録調査について，その概要を報告する．

２．材料と方法

現地での水中撮影は２００２年１０月１７日，２００４年

１０月７日ならびに同月１８日の３回にわたって行わ

れた．潜水者は１名あるいは２名で岸より入水し，

岸沿いの水深１～７mの層を遊泳しながら，水中ビ

デオ（Sony製デジタルビデオハウジング使用）ある

いは水中スチルカメラ（一眼レフカメラハウジング

使用）により生物の撮影を行った．遊泳ルートを図

１に示した．

撮影日の天候はいずれも晴れであり，無風～微風

であった．当日の水質データの詳細については記録

しなかったが，２００２年１０月１７日の湖心における透

明度は５．５m，表層水温は１８．１℃であった（水温，
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図１ 調査地の地図（昭和５９年建設大学校による原図

をもとに作図）．潜水ルートを破線で示した．



溶存酸素量，pHの鉛直分布については図２を参照）．

また，２００２年の調査時に陸上より湖西岸の水草帯

を観察したところ，抽水植物のヨシPhragmites
australis，ガマ（コガマTyphaorientalis），フトイ

Schoenoplectusvalidus，マコモZizanialatifolia，浮葉

植物のアサザNymphoidespeltata（長野県絶滅危惧Ⅰ

Ｂ類，環境省絶滅危惧Ⅱ類），コウホネNuphar
japonicum（長野県準絶滅危惧），沈水植物のコカナダ

モElodeanuttallii（国外外来種），セキショウモ

Vallisneriaasiatica（長野県絶滅危惧ⅠＢ類），浮遊植

物のサンショウモSalvinianatans（長野県および環境

省絶滅危惧Ⅱ類）が確認された．

３．結果および考察

今回の調査により，大型底生動物ではヌマカイメ

ン（表面が緑色の個体：図３ａ；茶褐色の個体：図

３ｂ），カンテンコケムシAsajirellagelatinosa（図３

ｃ），カラスガイPalaeoheterodontaunionoida（長野県

留意種，環境省準絶滅危惧；図３ｄ）２），７），浮遊動物

ではマミズクラゲCraspedacustasowerbri（図３ｅ，

ｆ）を撮影することができた．

ヌマカイメン，カンテンコケムシ，カラスガイの

分布を３回の調査結果を総合して図４に示した．こ

れら３種はほぼ調査エリア全域に出現したが，カン

テンコケムシは水深１m以浅に，ヌマカイメンはそ

れよりやや深い水深１～２m付近に多く，いずれも

水没した木の枝やロープなどの基質に付着する傾向

が認められた．一方，カラスガイは水深１～７ｍの

砂泥底に散在していた．なお，ヌマカイメンとカン

テンコケムシの発生量には年変動が認められ，２００２

年にはヌマカイメンは１ヶ所（湖西入江の水深６m
地点）のみの確認，またカンテンコケムシの発生量

も２００２年には２００４年に比べかなり少なかった．

ヌマカイメンは世界各地の淡水湖沼に分布し８），

日本でもかつて関東・中部・近畿地方に生息したが，

近年全国的に減少している．大町市では１９８７年に

本種を天然記念物に指定し，保護に努めている．カ

ンテンコケムシも環境省の無脊椎動物レッドリス

ト７）で準絶滅危惧にランクされている．

マミズクラゲは第１回調査で，湖西部の入江付近

（図４の地点Ｃ）の水深５～６mの水深帯で直径約

２cmの個体が遊泳している様子が約２分間にわた

り水中ビデオに記録された．しかし，それ以後の調

査では，本種を再確認することはできなかった．マ

ミズクラゲはコスモポリタン種で，日本でも本州・

四国・九州の各地の池沼で出現が確認されている９）．

ただし，長野県内での報告はこれまでになく，今回

７０

DO�img/L�j


0

@
@

[
@

@
@

(
m

)
2010

14

12

10

8

6

4

2

0 5 15

• i j

pH

図２ 中綱湖湖心における水温，DO，pHの鉛直分布

（２００２年１０月１７日１３時に測定）．

図３ 画像で記録された水生生物の一例．ヌマカイメ

ン（ａ：緑色個体；ｂ：茶褐色個体），カンテン

コケムシ（ｃ），カラスガイ（ｄ），マミズクラゲ

（側面：ｅ；下面：ｆ）．撮影者はａ‐ｄが楚山勇

（スライド写真，２００４年１０月７日），ｅ‐ｆが北

野聡（デジタルビデオ画像，２００２年１０月１７日）．
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が県内での初記録と思われる．内田・伊藤９）による

と，本種は固着世代のポリプ（群体の長さ約１mm）
と浮遊性のクラゲ（水母）世代をもつが，目視によ

る確認が可能なクラゲ世代が発生するのは８月下旬

～１１月に限られるうえ，水温の低い場所ではクラ

ゲが十分な大きさに成長せずに死滅するとされる．

これらの諸要因が長野県内でのマミズクラゲの発生

ならびに確認を難しくしているのかもしれない．

魚類では，国外外来種のオオクチバスMicropterus
salmoides，コクチバスMicropterusdolomieu，ブルー

ギルLepomismacrochirus，国内種のトウヨシノボリ

Rhinogobiussp．OR，オイカワZaccoplatypusがいず

れも数多く確認された．第１回調査の６０分のビデ

オ映像では水深６mまでの中層～表層に定位する大

型魚類（目安として全長１５cm以上）が頻繁に映像

に記録された．計数したところ，オオクチバス４０

尾，コクチバス２１尾，ブルーギル１８尾であった．

これらバス類が仁科三湖に侵入したのは１９８０年代

とされるが，個体数の急増に伴い，在来コイ科魚類

やエビ類，さらにトンボ類等の昆虫類にも大きな影

響を及ぼしていると考えられる１０），１１）．オオクチバス，

コクチバス，ブルーギルについては，長野県漁業調

整規則により移植が，さらに長野県内水面漁場管理

委員会指示により「生きたままでの水域からの持ち

出し」が禁じられている．また，「特定外来生物被害

防止法（外来生物法）」の指定候補種となっており，

２００５年中には同法により輸入や移動などの行為が

原則禁止される見込みである．

オイカワについては，水面近くを遊泳する小型魚

（体長約１０～１５cm）の群れが多数確認できた．ま

た，トウヨシノボリは体長５cm未満の稚魚あるいは

幼魚が水深０．５～６mの底層付近でごく普通に確認

できた．その他，中綱湖に生息する可能性のある魚

種は，ウナギAnguillajaponica，ニジマスOncorhynchus
mykiss，ウ グ イTribolodonhakuensis，ヒ ガ イ

Sarcocheilichthysvariegatus，ニ ゴ イHemibarbus
barbus，コイCyprinuscarpio，フナ類（放流された

ゲンゴロウブナCarassiuscuvieriを含む），ナマズ

Silurusasotus，コ レ ゴ ヌ ス（シ ナ ノ ユ キ マ ス

Coregonusmaraena）であるが２），これらは今回の潜

水調査では確認できなかった．

４．今後の課題

潜水調査により中綱湖における水生生物の分布概

要が明らかにされた．魚類のバス類や沈水植物のコ

カナダモの優占１１）にみられるように生態系に大きな

影響力のある国外外来種の動向については今後も引

き続き注視する必要はあるものの，希少在来種のカ

ンテンコケムシやヌマカイメンが広範囲に分布して

いることが分かった．今回は定性的な観察記録にと

どまったが，さらにライン・トランセクト法などの

定量調査法を適用すれば，固着性の生物については

分布密度や生物量を推定することも可能になると考

えられる．また，水質に関する環境要因と併せて解

析することで，カンテンコケムシやヌマカイメンの

変動要因を特定することもできるかもしれない．

撮影された画像は，湖内での生息状況を把握する

調査目的のみならず，今後においては研究所内で

データベースとして蓄積し，湖の生態系を学習する

ための素材として活用されることが期待される．
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図４ 潜水調査で明らかになったヌマカイメン（記号

Ｓ），カンテンコケムシ（Ａ），カラスガイ（Ｐ），

マミズクラゲの分布概況（Ｃ）．
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